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芸
術
の
分
野
に
お
い
て
原
始
時
代
か
ら
今
日
ま
で
そ
の
主
幹
を
ず
っ
と
成
し
て
い
る
の
は
真
理
、
レ
ア
リ
テ
ィ
の
追
求
で
あ
る
。
原
始
時
代
の
頃
は
物
を
造
る
と

そ
れ
が
自
然
と
レ
ア
リ
テ
ィ
（
真
理
）
の
あ
る
、
レ
ア
リ
テ
ィ
を
内
包
す
る
物
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
様
で
あ
る
。
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
お
い
て
発
掘
さ
れ
た
物

は
共
通
に
レ
ア
リ
テ
ィ
を
内
包
し
て
い
る
。

　
ま
た
時
を
経
て
マ
サ
ッ
チ
ォ
、
敦
煌
の
壁
画
、
ダ
ビ
ン
チ
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
、
エ
ル
・
グ
レ
コ
、
俵
屋
総
達
、
芭
蕉
、
円
空
、
王
義
之
、
空
海
、
マ
ー
ク
・
ロ
ス
コ
、

音
楽
に
お
い
て
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
。
大
ざ
っ
ぱ
過
ぎ
る
が
レ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
芸
術
は
過
去
に
お
い
て
は
数
多
い
。
で
は
現
代
は
ど
う
か
？
残
念
な
が
ら
非
常
に
少

な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
芸
術
作
品
に
は
レ
ア
リ
テ
ィ
が
内
包
し
て
い
る
と
言
う
事
す
ら
気
が
つ
い
て
な
い
様
だ
。

　
そ
の
原
因
は
何
か
？
感
覚
が
鈍
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
芸
術
の
分
野
に
お
い
て
感
覚
が
鋭
い
と
い
う
事
は
第
一
の
条
件
で
あ
る
。
何
に
対
し
て
鋭
く
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
。
レ
ア
リ
テ
ィ
に
対
し
て
。

　
で
は
レ
ア
リ
テ
ィ
と
は
何
か
？

全
宇
宙
に
響
き
渡
っ
て
い
る
波
動
の
事
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
一
握
り
の
空
気
の
中
に
も
そ
れ
は
存
在
し
て
い
る
。
と
て
つ
も

な
く
凄
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
と
て
つ
も
な
く
深
い
慈
愛
。
と
て
つ
も
な
く
高
貴
。
そ
の
様
な
ヴ
ァ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
こ
の
空
間
に
は
充
満
し
て
い
る
。
昔
の
人
々
は

自
然
に
波
動
を
感
智
し
て
い
た
様
だ
。
何
故
我
々
は
こ
の
波
動
を
感
智
、
体・

・ 智
出
来
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
主
に
現
在
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
あ
る
。
生
ま
れ

て
か
ら
5、
6
才
の
頃
ま
で
は
そ
の
波
動
を
体
智
し
て
い
る
様
で
あ
る
。
原
始
時
代
の
人
々
、
子
供
達
の
感
性
は
柔
ら
か
く
鋭
い
。
そ
れ
か
ら
知
的
障
害
者
と
言
わ
れ

る
人
々
。
彼
ら
の
作
品
を
見
る
と
素
晴
ら
し
く
そ
の
波
動
と
共
鳴
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
右
脳
が
生
き
活
き
と
動
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
右
脳
は
主
に
直
感
力

や
創
造
性
を
司
っ
て
い
る
。
左
脳
は
論
理
性
や
言
語
能
力
の
働
き
を
司
っ
て
い
る
。
左
脳
の
あ
ま
り
働
か
な
い
人
々
を
知
的
障
害
者
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
右

脳
の
あ
ま
り
働
か
な
い
我
々
は
感
的
障
害
者
で
は
な
い
の
か
？

幼
い
頃
か
ら
右
脳
も
使
い
続
け
る
と
言
う
事
は
大
切
な
事
で
あ
る
。

　
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
や
エ
ジ
ソ
ン
等
は
そ
の
代
表
的
な
人
で
あ
る
。
音
楽
の
分
野
で
も
2、
3
才
の
頃
か
ら
ず
ー
っ
と
大
人
に
な
る
ま
で
ピ
ア
ノ
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾

き
続
け
る
と
い
う
の
も
右
脳
が
働
き
続
け
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
続
け
る
と
言
う
事
は
大
切
な
事
で
あ
る
。
学
校
教
育
を
受
け
な
が
ら
も
（
つ
ま
り
左
脳
を
働
か
す
）、

家
に
帰
っ
て
来
る
と
音
楽
の
レ
ッ
ス
ン
を
毎
日
す
る
（
右
脳
を
働
か
す
）。
こ
の
様
に
す
る
と
両
脳
が
大
人
に
な
る
ま
で
働
き
続
け
る
。

　
最
近
ア
メ
リ
カ
で
賞
を
頂
い
て
、
今
話
題
の
盲
目
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
辻
井
伸
行
氏
は
3
才
の
頃
か
ら
毎
日
8
時
間
程
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
成
人
に

な
っ
て
も
右
脳
が
素
晴
ら
し
く
働
い
て
い
る
実
例
で
あ
る
。
ち
な
み
に
脳
の
基
底
部
に
は
音
楽
野
と
か
美
術
野
と
か
専
門
分
野
を
司
る
部
位
が
あ
る
。
こ
れ
は
常
に

使
い
続
け
な
け
れ
ば
な
か
な
か
音
楽
や
美
術
を
体
智
で
き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
音
楽
や
美
術
に
興
味
を
持
ち
鑑
賞
す
る
が
、
そ
の
作
品
の
持
っ
て
い
る
内

容
を
味
わ
え
る
様
に
な
る
に
は
長
い
時
間
が
必
要
に
な
る
理
由
で
あ
る
。
ま
た
鑑
賞
す
る
が
理
解
で
き
る
の
は
自
分
の
持
っ
て
い
る
感
性
の
レ
ベ
ル
ま
で
で
あ
る
。

前
述
の
レ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
作
品
群
、
例
え
ば
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
モ
ナ
リ
ザ
、
こ
の
作
品
を
理
解
し
味
わ
う
に
は
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
と
同
じ
感
性
を
持
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
の
事
で
あ
る
。
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
作
品
も
然
り
。

　
鑑
賞
し
た
か
ら
と
言
っ
て
全
て
味
わ
え
た
訳
で
無
い
。
芸
術
作
品
を
造
る
、
演
奏
す
る
場
合
も
同
じ
で
例
え
ば
芸
術
大
学
へ
入
学
し
四
年
程
制
作
、
演
奏
す
る
が

そ
の
レ
ア
リ
テ
ィ
の
質
の
価
値
は
学
生
の
時
に
大
体
決
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
一
生
を
通
じ
て
制
作
、
演
奏
す
る
が
レ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
か
ど
う
か
の
目
で
見
れ
ば
、

そ
の
価
値
は
一
生
同
じ
か
、
だ
ん
だ
ん
下
が
っ
て
来
る
と
言
う
事
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
と
作
品
の
形
を
変
え
た
り
、
演
奏
の
形
を
変
え
た
り
し
て
技
術
的
に
上
手
く

は
な
っ
て
い
る
が
良・
く
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
芸
術
家
が
形
を
変
え
て
上
手
く
な
っ
て
く
る
と
、
自
分
の
作
品
は
良
く
な
っ
て
い
る
と
錯
覚
し

レ
ア
リ
テ
ィ
の
復
活
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が
ち
で
あ
る
。

　
そ
の
原
因
は
右
脳
の
働
き
が
学
生
の
頃
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
レ
ベ
ル
で
止
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
何
故
か
毎
日
毎
日
努
力
し
絵
を
描
い
て
も
右
脳
の
働
き
は
学

生
の
頃
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
こ
で
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
感
性
を
鋭
く
し
、
右
脳
の
働
き
を
よ
く
す
る
教
育
で
あ
る
。
自
分
の
作
品
に
対
し
て
レ
ア
リ
テ
ィ
が
あ

る
か
ど
う
か
と
い
う
問
い
は
大
切
な
事
で
あ
る
。
見
え
な
い
所
に
一
番
大
事
な
レ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
。
ま
ず
い
ろ
い
ろ
な
作
品
を
見
る
（
聞
く
）
時
、
形
や
色
、
線

の
リ
ズ
ム
を
見
て
（
音
階
や
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
聞
い
て
）
全
体
を
把
握
す
る
。「
あ
あ
美
し
い
」「
う
ま
い
な
あ
」「
味
わ
っ
た
」
そ
れ
で
終
り
で
な
い
。
見
え
な
い
事
、

見
え
な
い
所
（
聞
こ
え
な
い
所
）
に
こ
の
作
品
は
レ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
か
と
言
う
問
い
で
あ
る
。
前
述
も
し
た
が
、
そ
の
作
品
が
自
分
の
レ
ア
リ
テ
ィ
を
感
智
す
る

感
性
よ
り
は
る
か
に
素
晴
ら
し
い
レ
ア
リ
テ
ィ
を
内
包
し
て
い
て
も
、
自
分
な
り
の
感
性
ま
で
し
か
理
解
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
作
品
が
レ
ア
リ
テ
ィ
の
内
包

率
を
「
10
」
持
っ
て
い
る
と
す
る
。
そ
の
作
品
を
見
る
人
の
レ
ア
リ
テ
ィ
を
見
る
感
性
能
力
が
「
3」
し
か
な
い
と
残
り
の
「
7」
は
理
解
で
き
ず
味
わ
え
な
い
事
に
な
る
。

　
こ
の
事
は
多
く
の
人
々
が
見
過
ご
し
て
気
が
つ
か
な
い
で
い
る
。
専
門
分
野
の
人
程
自
分
の
感
性
に
自
信
を
持
っ
て
い
る
か
ら
全
て
味
わ
え
た
と
思
い
が
ち
で
あ

る
。
現
在
の
教
育
は
6
才
の
頃
か
ら
学
校
に
行
き
、
左
脳
教
育
（
論
理
的
、
言
語
能
力
）
を
受
け
る
。
小
、
中
、
高
と
12
年
間
、
さ
ら
に
大
学
へ
行
く
と
16
年
間
、

ほ
と
ん
ど
左
脳
し
か
使
わ
な
い
教
育
を
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
右
脳
を
使
う
美
術
や
音
楽
は
全
く
軽
視
さ
れ
て
い
る
。

　
発
明
、
発
見
、
個
性
的
な
芸
術
の
創
造
に
は
右
脳
の
働
き
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
右
脳
の
直
感
的
な
ひ
ら
め
き
を
左
脳
の
論
理
性
で
整
理
し
て
物
を
造
る
。
芸

術
の
基
礎
は
感
覚
を
磨
く
事
で
あ
る
。
料
理
人
は
毎
日
包
丁
を
研
ぐ
、
切
れ
味
が
鋭
く
な
け
れ
ば
旨
い
刺
身
は
造
れ
な
い
。
感
覚
も
毎
日
磨
か
な
け
れ
ば
錆
び
て
し

ま
う
。
右
脳
、
左
脳
は
も
ち
ろ
ん
体
全
体
の
感
性
を
毎
日
磨
く
事
。

　
脳
の
中
で
も
左
脳
と
右
脳
の
間
に
あ
る
松
果
体
を
目
覚
め
さ
せ
る
事
は
大
切
な
事
で
あ
る
。
何
し
ろ
6
才
の
頃
か
ら

20
年
間
程
全
然
存
在
す
ら
考
え
た
事
の
な
い
部
位
で
あ
る
か
ら
。
古
今
東
西
、
特
に
ア
ジ
ア
や
古
く
か
ら
伝
統
を
守
っ

て
い
る
民
族
。
イ
ン
デ
ア
ン
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
、
他
。
自
然
と
共
に
生
活
し
て
い
る
人
々
は
松
果
体
が

よ
く
動
い
て
い
る
。
日
本
で
言
う
と
禅
、
神
道
、
道
教
、
密
教
、
武
道
、
そ
の
他
松
果
体
を
覚
醒
さ
せ
る
行
の
シ
ス
テ

ム
が
あ
る
。
人
間
の
体
に
は
「
チ
ャ
ク
ラ
」
と
言
う
感
性
の
ツ
ボ
が
あ
る
。
そ
れ
は
人
体
を
解
剖
し
て
も
無
い
。
感
性

を
良
く
す
る
に
は
チ
ャ
ク
ラ
の
覚
醒
は
重
要
な
事
で
あ
る
。
覚
醒
さ
せ
る
為
に
必
要
な
の
は
「
気
」
で
あ
る
。
昔
か
ら

の
言
葉
で
「
気
が
つ
く
」
と
言
う
の
が
あ
る
。
昔
の
人
々
は
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
気
が
体
に
付
い
て
い
な
い
か
ら
気
が
つ
か
な
い
。

　
気
を
体
に
付
け
れ
ば
気
が
つ
く
。
そ
し
て
右
脳
も
動
き
出
す
。

　
人
間
の
体
は
肉
体
と
エ
ネ
ル
ギ
一
体
（
気
）
で
出
来
て
い
る
。
是
非
気
が
つ
い
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
最
近
の
私
の
作
品
は
「
か・

・
・

ろ
み
」
を
目
指
し
て
い
る
。

　
私
も
そ
ろ
そ
ろ
先
が
見
え
て
来
て
人
生
の
ラ
ス
ト
は
「
か
ろ
み
」
を
狙
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
の
で
…
…
。
か
ろ
み

と
は
か
み
。
空く
う

。
無
。
宇
宙
 と
の
共
鳴
な
ど
む
ず
か
し
い
世
界
で
す
が
か・

・
・
・
・
・

ろ
み
た
の
し
で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
レ
ア
リ
テ
ィ
の
明
る
さ
、
深
さ
、
貴
さ
は
無
限
で
あ
る
。
到
底
人
間
の
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
し
か
し
そ

れ
に
対
し
て
無
限
に
追
求
で
き
る
と
い
う
事
で
も
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
気・

・
・
・
・
・

を
つ
け
て
ね
。
バ
イ
バ
イ
。

　
20
09
年
 1
0
月
　
原
田
　
久

　
19
98
冬
　
滝
行
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原
田
　
久

19
46
　
茨
城
県
生
ま
れ

19
70
　
愛
知
県
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
油
画
卒
業

19
72
　
愛
知
県
立
芸
術
大
学
大
学
院
油
画
終
了

現
在
　
名
古
屋
芸
術
大
学
美
術
学
部
美
術
学
科

■
個
展

19
72
　
桜
画
廊
／
名
古
屋

19
73
　
椿
近
代
画
廊
／
東
京

19
75
　
ギ
ャ
ラリ
ー
デ
コ
ー
ル
／
東
京

19
80
　
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
画
廊
／
名
古
屋

19
82
　「
A
U
'82
展
」
東
京
都
美
術
館
／
東
京

19
83
　
ギ
ャ
ラリ
ー
白
善
、
ギ
ャ
ラリ
ー
U
、
ウ
エ
スト
ベ
ス
ギ
ャ
ラリ
ー
／
名
古
屋

19
84
　
ス
ペ
ー
ス
to
ス
ペ
ー
ス
、
ラ
ブ
コ
レ
ク
ショ
ン
ギ
ャ
ラリ
ー
／
名
古
屋

19
85
　
ラ
ブ
コ
レ
ク
ショ
ン
ギ
ャ
ラリ
ー
／
名
古
屋

19
86
　
ザ
・
ア
ート
ロ
フト
／
ハ
ワ
イ

19
87
　
ラ
ブ
コ
レ
ク
ショ
ン
ギ
ャ
ラリ
ー
／
名
古
屋

19
88
　
ク
ラ
イン
ギ
ャ
ラリ
ー
／
シ
カ
ゴ

19
89
　
ラ
ブ
コ
レ
ク
ショ
ン
ギ
ャ
ラリ
ー
／
名
古
屋

19
91
　
ラ
ブ
コ
レ
ク
ショ
ン
ギ
ャ
ラリ
ー
、
ギ
ャ
ラリ
ー
竹
内
／
名
古
屋

東
京
ア
ート
エ
キ
ス
ポ
／
東
京

織
部
亭
／
一
宮

19
92
　
ギ
ャ
ラリ
ー
ニ
ュ
ー
ク
ン
スト
／
ス
イ
ス

ギ
ャ
ラリ
ー
ス
ク
イ
ー
ズ
／
オ
ー
スト
リ
ア

さ
い
とう
画
廊
／
名
古
屋

19
93
　
ヒ
ポ
ス
イ
ス
／
チ
ュ
ー
リッ
ヒ
、
ス
イ
ス

ラ
プ
コ
レ
ク
ショ
ン
ギ
ャ
ラリ
ー
／
名
古
屋

19
94
　
ギ
ャ
ラリ
ー
オ
ー
／
一
宮

19
97
　「
一
握
り
の
空
気
の
意
味
を
求
め
て
」
ミ
ズ
マ
ア
ート
ギ
ャ
ラリ
ー
／
東
京

ギ
ャ
ラリ
ー
達
磨
／
名
古
屋

19
98
　
さ
い
とう
画
廊
／
名
古
屋

19
99
　
ギ
ャ
ラリ
ー
14
1
／
名
古
屋

20
00
　
日
動
画
廊
／
名
古
屋

20
01
　
ギ
ャ
ラリ
ー
ア
パ
／
名
古
屋

20
02
　
ギ
ャ
ラリ
ー
14
1
／
名
古
屋

20
06
　
中
央
美
術
学
院
美
術
館
／
中
国

20
07
　
福
建
省
画
院
／
中
国

中
央
民
族
大
学
美
術
館
／
中
国

20
08
　
九
立
方
美
術
館
／
中
国

20
10
　
原
田
久
の
公
開
制
作
、
あ
い
ちト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
パ
ート
ナ
ー
シ
ッ
プ
参
加

　
　
　
／
名
古
屋
芸
大
体
育
館

伊
勢
現
代
美
術
館
／
三
重

20
11
　
Ga
llo
ry
 A
m
an
o
／
山
梨

■
グ
ル
ー
プ
展
〈
19
80
以
降
〉

19
80
　「
くわ
ど
ろ
展
」
み
ゆ
き
画
廊
／
東
京

19
81
　「
くわ
ど
ろ
展
」
み
ゆ
き
画
廊
／
東
京

「
四
鋭
展
」
名
鉄
丸
栄
／
一
宮

「
'81
西
武
美
術
館
版
画
大
賞
展
」
西
武
美
術
館
／
東
京

19
82
　「
14
回
日
本
国
際
美
術
展
」
東
京
都
美
術
館
、
京
都
市
美
術
館

「
H
ig
ht
 S
EN
SU
展
」
仙
台
、
名
古
屋
、
広
島
、
大
阪
、
宮
崎

19
83
　「
現
代
芸
術
A
U
'83
」
／
東
京
都
美
術
館

「
北
関
東
美
術
館
」
／
栃
木
県
立
美
術
館

「
全
瀬
戸
内
ア
ート
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
／
福
山

「
A
U
カ
ナ
ダ
展
」
／
バ
ン
ク
ー
バ
ー

19
84
　「
現
代
芸
術
A
U
'84
」
／
東
京
都
美
術
館

「
現
代
芸
術
大
阪
'84
展
」
／
大
阪
府
立
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー

19
85
　「
現
代
芸
術
A
U
'85
」
／
東
京
都
美
術
館

「
IM
A
GE
 &
 C
O
N
CE
PT
」
ノ
ー
ス
フ
ォ
ート
／
大
阪

「
方
の
会
」
／
名
古
屋
市
博
物
館

「
四
鋭
展
」
／
一
宮
名
鉄

「
SP
A
CE
 T
O
 S
PA
CE
'85
」
ス
ペ
ー
ス
to
ス
ペ
ー
ス
／
名
古
屋

19
86
　 「
CR
O
SS
IN
GS
'86
日
本
ハ
ワ
イ
現
代
美
術
交
流
展
」
A
BC
ギ
ャ
ラリ
ー

 ／
大
阪
西
武
シ
ード
ホ
ー
ル
／
東
京

「
現
代
美
術
展
」
／
金
沢

19
87
　「
コ
ン
スト
ラ
ク
ツ
展
」
ア
ニ
タ
・
シ
ャ
ポ
ロ
ス
キ
ー
ギ
ャ
ラリ
ー
／
N
.Y
.

「
6
人
の
日
本
現
代
プ
リン
トメ
ー
カ
ー
」
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
シ
テ
ィ
ー
・
カレ
ッ
ジ

／
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

「
現
代
美
術
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
展
」
I.C
.A
.名
古
屋

「
町
と
邑
の
展
覧
会
」
／
倉
敷

19
88
　「
シ
カ
ゴ
国
際
ア
ート
フ
ェ
ア
ー
」
／
シ
カ
ゴ

「
現
代
抽
象
絵
画
と
彫
刻
展
」
ク
ラ
イン
・
ギ
ャ
ラリ
ー
／
シ
カ
ゴ

19
89
　「
名
古
屋
ア
ート
フ
ェ
ア
ー
」
名
古
屋
電
気
文
化
会
館

19
91
　「
名
古
屋
市
芸
術
賞
受
賞
作
家
展
」
名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラリ
ー

「
東
山
荘
現
代
美
術
展
」
／
名
古
屋

19
92
　「
東
海
の
作
家
た
ち
」
愛
知
文
化
セ
ン
タ
ー

19
93
　「
は
じ
め
に
美
あ
りき
展
」
ぎ
ゃ
らり
ー
EM
O
RI
／
東
京
、
第
一
画
廊

／
名
古
屋

19
94
　「
は
じ
め
に
美
あ
りき
展
」
ぎ
ゃ
らり
ー
EM
O
RI
／
東
京
、
第
一
画
廊

／
名
古
屋

19
95
　「
愛
知
県
立
芸
術
大
学
30
周
年
記
念
展
」
／
愛
知
県
美
術
館

「
N
IC
A
F
コ
ン
テ
ン
ポ
ラリ
ー
ア
ート
フ
ェ
ア
ー
」
パ
シ
ィフ
ィコ
横
浜

19
96
　「
美
の
予
感
」
髙
島
屋
／
東
京
、
大
阪
、
京
都
、
横
浜

「
は
じ
め
に
美
あ
りき
展
」
第
一
画
廊
／
名
古
屋

「
トピ
カ
／
日
本
の
現
代
美
術
が
11
00
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
挨
拶
す
る
」

エ
ス
テ
ル
ゴ
ム
王
宮
美
術
館
／
ハ
ン
ガ
リ
ー

20
01
　
名
古
屋
ア
ート
フ
ェ
ア
ー
／
名
古
屋

20
08
　
北
京
オ
リン
ピ
ック
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
／
中
国


